
金属類を対象とした窃盗事件の発生状況

太陽光発電施設被害抑止対策

茨城県警察本部 生活安全総務課

太陽光発電施設関係の発生状況

茨城県は、金属盗の発生件数が全国最多
発生件数は、昨年同時期３．2割減少
太陽光発電施設での被害が７．1割を占める

主な被害品とは

県警ＨＰ 防犯アプリ

複数対策が
有効です！

犯人が言ってる事

防カメこわいです

１ 金属盗の発生件数（暫定値） ２ 令和７年２月末の地域別の発生件数（暫定値）

・銅線・銅管

県警ＨＰで公開中！

検挙事例等から多言語を使用した警戒ポスター等を
データ配布するなどして対策を強化しています。

・真鍮製バルブ ・敷鉄板

・触媒
・橋などの銘板
・銅像 など

金属盗の現状と対策

※金属の価格が高騰していることから狙われています。

茨城県特定金属類取扱業に関する条例
金属くず商、金属くず行商は全部改正を経て、特定金属類取扱業者となります。
特定金属類取扱業を営む予定の方は、新たな許可が必要となります。

・車両が施設近くまで入りこめない場所
・人が常駐している・人が頻繁にやってくる
場所
・警報器やセンサーがたくさん設置されてい
る場所
・警報器やセンサーが発報すると人がやって
くる場所
・管理が行き届いている場所
・

抑止ポスターを配布しています

小規模太陽光発電施設での被害が確認され
ています。
犯行グループは、被害に気付かれにくい

（通報までに時間がかかる）管理が行き届い
ていない施設を狙う傾向があります。

太陽光発電施設関連窃盗（金属盗
等）に関して令和６年中の検挙件数に
おける外国人の割合が７．３割を占め
ています。
県警では、金属窃盗捜査の強化のほ

か、犯罪分析結果に基づく不法滞在外
国人の取り締まりの徹底、不法就労助
長の検挙強化などを推進しています。

犯人が言っている!? 盗みにくい場所とは
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犯行現場に遺留された銅線ケーブルなど

令和７年４月１日施行

県南・県西地区で多発
小規模太陽光発電施設でも発生

令和７年２月中に
アルミケーブルに置き換

えていたことから切断のみ
で盗難被害を防いだ施設が
ありました。

・ フェンスセンサーやワイヤーセンサーの導入（異常時に通知を行うもの）
・ 機械警備の導入（ケーブル切断などの異常を感知し、通知を行うもの）
・ 警報装置の設置（音や光で犯人を威嚇し、周囲に異常を知らせるもの）
・ 引込柱や集電箱へのフェンスやカバーの設置（ケーブル切断対策）
・ ケーブルが引き抜かれないための対策（埋没・固定など）
・ 防犯カメラ（AI・警報機能付き）や夜間照明機器の設置
・ アルミケーブルの導入
・ 夜間監視体制の強化

茨城県警察公式キャラクター メタ子

銅線ケーブルを運ぶ方法とは

罰則の強化について
違反者の罰則について引き上げを行います

○ １年以下の拘禁刑または１００万円以下の罰金
・ 無許可営業
・ 偽り、不正手段による許可の取得
・ 名義貸し
・ 営業停止命令違反

○ ６月以下の拘禁刑又は３０万円以下の罰金
・ 営業の制限違反
・ 本人確認記録の作成
・ 本人確認記録の保存義務違反
・ 取引記録の作成、虚偽記載、保存義務違反

○ その他 ３０万円、２０万円、１０万円以下の罰金等

犯行グループが狙う場所とは
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金属盗 うち太陽光発電施設（手集計）

金属窃盗捜査強化中

犯行グループは、不法滞在外国人
が多く、運ぶ時には、人目につかな
いように銅線を一定の長さに切断し
たうえで、荷室が広い、ワンボック
スカーやＳＵＶ車等に積み込んで運
んでいる可能性があります。
県警では、立ち回り先の可能性が

ある場所への通報依頼を実施してい
ます。

・グレーチング

啓発チラシ

啓発チラシ

また、地図アプリ等を利用して
施設の規模感
周囲の道路状況

などを確認して
大通りに面していない場所
周囲に人家等がない場所

を狙う傾向があります。

被害に遭わないためにも、複数の被害抑止
対策をすることが有効です。


